
平成２８年度 第１回 大洲市総合教育会議 会議録 

 

１ 開催した日時及び場所 

  平成２８年６月３０日（木）午後４時００分から午後４時５５分まで 

  大洲市役所２階大ホール 

 

２ 出席した構成員 

  大洲市長              清 水   裕 

  大洲市教育委員会 委員長      叶 本   正 

  大洲市教育委員会 委員長職務代理者 西 山 千 春 

  大洲市教育委員会 委員       山 内 光 郎 

  大洲市教育委員会 委員       東 山   宏 

  大洲市教育委員会 教育長      二 宮 隆 久 

 

３ 会議に出席した職員 

（教育委員会事務局） 

教育部長       井 上   徹 

教育総務課長     久 保 明 敏 

教育総務課学校教育指導監 菊 池 敏 彦 

生涯学習課長     森 岡 照 久 

文化スポーツ課長   森 野 啓 二 

学校給食センター所長 新 穂 哲 徳  

教育総務課長補佐   隅 田   充 

（市長部局） 

市民福祉部長     藤 田   修 

子育て支援課長    篠 原 雅 人 

（事務局） 

総合政策部長     森 田 比登志 

企画政策課長     武 知 省 吾 

企画政策課政策推進室長 藤 原   貴 

企画政策課政策推進室専門員 徃 田 秀 樹 

 

４ 傍聴者の数 

   ２人 

 

５ 協議又は調整に係る事項 

⑴ 今年度の主要施策について 

⑵ 小中一貫教育の推進について 

⑶ その他 

 

６ 議事 

  別紙のとおり 

 

 

 

 



別紙 

 １ 開会 

 ２ 市長あいさつ 

 

 

清水市長 

 

 

 

 

 

 

清水市長 

 

 

西山委員 

 

 

篠原課長 

 

 

 

 

３ 議題 

⑴ 今年度の主要施策について 

それでは、私のほうで議事を進めさせていただきますので、ご協力を

お願いします。 

まず、最初に「１ 今年度の主要施策について」を議題とします。事

務局より説明をお願いします。 

 

〔会議資料に基づき説明 井上部長・篠原課長〕 

 

それでは、只今議題１について説明がありました。どなたかご意見、

ご質問はございませんでしょうか。 

 

只今、説明がありました病児保育事業について９名の利用があったと

お伺いしましたが、定員はあるのでしょうか。 

 

定員は、４室あるため４名で設定していますが、同じ病気の方が３名

いた場合、保育士を２名雇用しているため、６名までは受け入れが可能

です。それ以上になりましても、病院の先生の判断により受け入れが可

能となる場合もあります。 

 

 

清水市長 

 

 

 

 

清水市長 

 

 

清水市長 

 

 

 

 

 

⑵ 小中一貫教育の推進について 

次に「２ 小中一貫教育の推進について」を議題とします。それでは、

教育委員会事務局から説明をお願いします。 

 

〔会議資料に基づき説明 菊池学校教育指導監・久保課長〕 

 

ありがとうございました。小中一貫教育の推進について只今説明があ

りました。どなたかご質問、ご意見等がございましたらお願いします。 

 

それでは、私からお伺いします。小中一貫教育は、新しい形で非常に

可能性があると思います。ただ、ここで期待されている効果は、小中学

校の各学年で教えるべき内容、到達する水準が一緒であり、９年間同じ

エリアで過ごすという内容に聞こえてしまいます。できれば、それぞれ

の子供の能力や到達度に応じて、効果があるような教育ができればよい

と考えています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二宮教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清水市長 

 

 

 

 

 

東山委員 

 

菊池学校教

育指導監 

 

 

清水市長 

 

 

西山委員 

普段のコミュニティは同じ学年の子どもだけなのですが、年齢差や体

力差のある子どもたちがお互いに教えたり教えられたりということは非

常に重要だと思います。 

また、「中１ギャップを何とかしなければならない」ということがよく

出ていますが、社会人になったときのギャップはものすごいものがある

と思います。単にギャップを無くすということではなく、子どもたちが

成長するに当たり、現在の小学校、中学校、どの段階で分けるのがよい

のか、年齢差のあるコミュニケーションをどう作っていくのか、学習進

度などをどのように調整していくのか、これは指導要領の話にまでなっ

てしまうのですが、ぜひそのようなことを検討していただくことが私の

期待であります。 

 

今回、平野校区で小中一貫を実施していく中で、只今、市長からいた

だいたご意見についても取り組んでいきたいと考えています。先進事例

では、６・３という形ではなく、４・３・２や５・４など発達段階に応

じたカリキュラムを作って９年間教育を行っています。 

我々が子どもの頃は、様々な集団の中でリーダーシップが生まれ、年

下の子を思いやる心を育んできましたが、核家族化が進んでいる中で、

年齢差を考慮した体験活動等にも取り組んでいきたいと考えています。 

また、到達度、理解度に応じた教育については、尐人数教室や加配教

員を活用した取組みを進めていきたいと考えています。 

 

ありがとうございます。子供の発達には個人差があり、後から伸びる

子もいると思います。子供に合わせた教育ができるのは小規模校になる

と思いますが、そのメリットを活かした取組みを進めてもらえれば、す

ばらしい学校になり、移住者も増えると思います。 

ぜひよろしくお願いします。 

 

小中一貫校では、教員免許上、何か関わってくるのでしょうか。 

 

中学校教員が小学校で指導する場合には兼務発令を行うことにより、

免許のある教科及び教科以外の指導が可能となっていますが、小学校教

員が中学校で指導する場合には中学校の教科の免許が必要になります。 

 

子どもたちが育ってくれる環境を作ってあげることが重要だと思いま

すので、できるだけよい方法で進めていただきたいと思います。 

 

資料２０ページの幼小中の小が尐となっています。 



 

井上部長 

 

清水市長 

 

誤りですので、訂正をお願いします。 

 

他にございませんか。 

〔意見なし〕 

 

 

清水市長 

 

 

山内委員 

 

 

 

 

武知課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森岡課長 

 

⑶ その他 

特にご意見もないということで、本日予定していた議題は以上でござ

いますが、「３ その他」ということでよろしくお願いします。 

 

   前回の会議で「公共施設等総合管理計画」の説明を受けましたが、そ

の後どのように進んでいるのか、そして、学校施設は、現在、耐震対策

が計画的に進められていると思いますが、公民館ではどのような状況な

のか併せてお伺いします。 

 

前回１２月の総合教育会議でご説明した「大洲市公共施設等白書」は、

３月に策定し、その概要版を各世帯に配布したところです。白書の内容

は、公共建築物、いわゆる建物と道路、橋梁などのインフラの保有量や

老朽化などの現状と課題を整理し、将来の更新費用の見通しを算定しま

した。その結果、今後の財政負担可能額に対して、今後５０年間で約２，

５００億円、年平均５０億円が不足するという試算結果が出ています。

この白書の策定により、公共施設等全体の状況が把握できましたので、

現在、庁内各部各支所の代表者で組織する計画策定作業班会において課

題解決に向けた検討を進めています。 

その中で、インフラについては、市民生活に欠かすことができないも

のであることから、基本的に維持、更新を前提とし、公共建築物につい

ては、統廃合等によるできる限りの総量削減を念頭に、人口減尐、利用

者のニーズ、合併に伴う施設等の整理統合など様々な要因を考慮しなが

ら、施設類型ごとの基本的な方針の案を取りまとめているところです。 

今後、班会において取りまとめた基本的な方針を、庁内組織の幹部会

や外部有識者で組織する検討委員会に諮り、その方針に基づき１２月に

は計画素案を策定し、年明けにパブリックコメントを実施し、今年度中

には「大洲市公共施設等総合管理計画」を完成させる予定としています。

また、計画策定後は、それぞれの担当課におきまして、施設類型ごとの

方針を踏まえた施設別の個別計画を検討することとしています。 

 

現在、市内には２３の地区公民館、１９の分館を設置しており、その

うち、旧耐震基準で建築されたものが１５公民館と４分館あり、公民館



 

 

 

 

 

 

 

 

 

山内委員 

 

 

清水市長 

 

 

武知課長 

 

清水市長 

 

 

 

 

 

 

 

清水市長 

 

 

清水市長 

の耐震対策は大きな課題となっています。 

このうち特定建築物にあたる肱南公民館、肱北公民館、肱川公民館に

ついては、平成２２、２３年度に耐震診断を実施し、いずれも基準値を

下回る結果となっています。 

残りの施設については、財政部局と相談し、次年度より耐震診断を実

施し、その結果を踏まえて「公共施設等総合管理計画」との整合性を取

りながら、公民館ごとの個別計画をたて、耐震対策を進めていきたいと

考えています。 

 

公民館の建替え等に関しては、地域との調整が必要になると思います

ので、十分な話合いをしながら進めていただきたいと考えています。 

 

「公共施設等総合管理計画」を今年度末に策定することとなりますが、

具体的には何ができるのでしょうか。 

 

施設類型に応じた方針を策定するもので、個別計画ではありません。 

 

今の実情からすると、すべての施設を新築するということはコスト的

に難しく、人口減尐もあるので機能をどのように集約するかなど、基本

的な部分を検討し、ある程度減らしてでも新しく建て替えるものは建て

て、そこにどのような機能を持たせるかという概要になると思います。 

菅田保育所や長浜保育所のように必要なものについては、早期に着手

することも大事だと思いますので、常に時代に合った方針に基づき対応

していきたいと考えています。 

 

他にございませんか。 

〔意見なし〕 

 

それでは特にないようでございますので、議事を終了させていただき

ます。ご協力ありがとうございました。 

 ４ 教育委員長あいさつ 

 ５ 閉会 

 


